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区
内
遺
跡
の
出
土
品
展
［
㈲
刷
且

開
催
の
お
知
ら
せ

1
1
月
l
日
か
ら
1

1
月
7
日
は
、
文
化
庁
が
主
唱
す

る
〝
文
化
財
保
護
強
調
週
間
〟
で
あ
り
、
全
国
で
文

化
財
愛
護
の
催
し
が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。

練
馬
区
で
は
、
「
区
内
遺
跡
の
出
土
品
展
」
と
題

し
、
過
去
1

0
年
間
の
遺
跡
発
掘
調
査
で
出
土
し
た
遺

物
を
練
馬
区
役
所
1
階
に
展
示
し
ま
す
。

昔
の
人
々
は
、
ど
ん
な
土
器
を
使
い
ど
の
よ
う
な

生
活
を
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
縄
文
土
器
を
中

心
と
し
て
、
弥
生
土
器
土
師
器
・
須
恵
器
な
ど
、
数

多
く
の
土
器
に
触
れ
、
親
し
み
を
持
ち
関
心
を
深
め

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▽
開
催
期
間
1
1
月
1
日
㈲
～
1
1
月
5
日
㈲

8
時
3
0
分
～
1
7
時
1
5
分

（
た
だ
し
、
1

1
月
3
日
㈹
は
文
化
の
日

の
た
め
お
休
み
で
す
）

、、・＝八・、m・；・・・・・・・・、・・・・二・；・・・√∴、・＝・・、二・・・・二、．・・＝・へ・、・√＼・・・・・1、二、√・・＝・＼J・∵・・・√・へ＝・・・い∴、・・・、・・＝・・∴二

項

璃
梵
妻
壷
ぶ
竃
空
き
革
璃
無
産
貞

秋
の
文
化
財
講
座

ご
案
内

智6∂Ⅴ

江
戸
市
民
の
大
切
な
飲
料
水
で
あ
っ
た

上
水
に
つ
い
て
学
び
、
羽
村
の
堰
な
ど

を
訪
ね
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
と
き
・
と
こ
ろ

●
日
月
2
5
日
榊
へ
講
義
）

1

4
時
～
1
6
時

総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

●
1

1
月
2
6
日
㈲
（
見
学
）

8
時
3
0
分
～
1
6
時
3
0
分

羽
村
の
堰

羽
村
市
郷
土
博
物
館

○
申
込
往
復
は
が
き
に
て
、
多
数
の

場
合
は
抽
選

◎
詳
し
く
は
、
1
1
月
1
日
号
区
報
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

ふっ＼∴∴．・・・l、、しっrJ・三・・八、．ごと・虻より＼・，・て．ソ∴しっヽ・J・て′．・いい・．・ノヾ∴二，、・∴∴ハ・・∴・・ノヾ・∴っ、・J・、・′い∴・二つヾふっで六・十1、

十
．
「
r
．
て
．
㌧
・
し
∴
十
㌧
一
∵
ト
・
・
ト
ン
）
へ
．
へ
バ
㌧
・
．
ヾ
．
、
）
へ
ト

▽
開
催
場
所
　
練
馬
区
役
所
1
階

多
目
的
コ
ー
ナ
ー

（
中
央
館
・
西
館
連
絡
通
路
）

－1－
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『 Y
。
日
日
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n
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‖
日
日
．
】
．
口
．
Y
Q
】
．
爪
‖
V
．
n
空
目
薫
り
亮
り
』

下
練
馬
道
は
生
活
の
道

文
化
財
保
護
推
進
員
　
伊
藤
　
経

F

Y

n

エ

▼
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▼
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T

n

H
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．

ロ

一

．

∩

日

日

王

H

V

道
の
呼
称
に
つ
い
て
は
、
従
来
か
ら
目
的
地
の
名

を
冠
し
た
も
の
が
多
い
。
例
え
ば
、
ふ
じ
大
山
道
、

東
高
野
山
道
と
い
う
よ
う
に
で
あ
る
。
今
回
取
り
上

げ
た
下
練
馬
道
は
、
村
内
を
縦
断
し
て
い
る
た
め
、

こ
う
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と

こ
ろ
で
こ
の
道
の
起
点
は
、
練
馬
区
教
育
委
員
会
の

説
明
板
に
よ
る
と
、
川
越
街
道
の
上
板
橋
一
丁
目
付

近
（
旧
上
板
橋
村
字
七
軒
家
）
か
ら
分
か
れ
て
い
る

と
い
う
。
現
在
の
東
武
東
上
線
上
板
橋
駅
南
口
銀
座

通
り
の
辺
で
あ
る
。

こ
の
道
は
新
川
越
街
道
（
五
本
け
や
き
①
）
を
渡

っ
て
小
茂
根
方
面
に
向
か
い
、
城
北
公
園
通
り
を
斜

♭
　
②
平
和
合
一
－
1
四
　
庚
申
塔
と
門
柱

め
に
突
っ
切
り
、
桜
川
三
⊥
四
先
で
右
折
、
も
う

一
度
公
園
通
り
を
渡
る
。
つ
ま
り
こ
の
道
が
下
練
馬

村
へ
通
じ
る
旧
道
で
あ
る
。
道
は
右
へ
曲
が
る
よ
う

に
す
す
み
、
桜
川
三
1
七
と
八
番
地
の
間
の
道
を
左

折
す
る
。
角
に
マ
ン
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
脇
に
屋
敷
神

の
小
雨
の
あ
る
通
り
で
あ
る
。

田
柄
川
に
向
か
う
道
は
下
り
ぎ
み
で
、
や
が
て
渡

戸
橋
跡
の
貞
享
二
年
二
六
八
五
）
の
庚
申
塔
の
前

に
出
る
句
こ
こ
か
ら
右
折
し
て
少
し
行
く
と
、
下

練
馬
下
宿
か
ら
棚
橋
、
金
来
院
を
経
て
来
た
「
く
る

み
商
店
街
」
の
道
が
右
か
ら
合
流
す
る
。
こ
の
辺
の

字
名
を
御
殿
と
い
う
。
徳
川
五
代
将
軍
綱
吉
が
ま
だ

右
馬
頭
の
頃
、
脚
気
を
患
い
、
転
地
療
養
し
た
の
が

こ
の
地
で
あ
る
と
い
う
。

金
来
院
墓
地
を
右
に
見
て
す
す
む
と
五
叉
路
に
出

る
。
ま
っ
す
ぐ
行
け
ば
右
に
須
賀
神
社
が
あ
る
。
神

社
の
鳥
居
に
は
、
大
正
十
一
年
二
九
二
二
）
五
月

と
刻
ま
れ
て
あ
っ
た
。
神
社
を
す
ぎ
、
次
の
十
字
路

平
和
台
丁
二
八
の
川
島
氏
宅
の
塀
の
間
に
、
天
保

五
年
二
八
三
四
）
の
道
標
を
兼
ね
た
文
字
庚
申
塔
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が
建
っ
て
い
る
⑧
。
こ
の
辺
り
が
下
練
馬
本
村
の
位

置
で
あ
る
。

こ
こ
か
ら
先
は
住
宅
地
で
単
調
に
な
る
。
埼
玉
道

（
高
田
道
）
を
越
え
る
と
す
ぐ
、
大
山
道
へ
通
じ
る

道
が
分
か
れ
て
い
る
。
左
の
早
宮
公
園
に
は
、
下
練

馬
道
の
石
標
と
区
教
委
の
説
明
板
が
あ
る
。
こ
こ
ら

辺
り
か
ら
左
右
に
畠
が
あ
っ
た
り
、
屋
敷
森
が
ち
ら

ち
ら
見
え
た
が
、
す
ぐ
に
練
馬
工
業
高
校
入
口
の
十

字
路
に
出
る
。
角
に
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
講
中

の
安
全
を
願
っ
た
石
両
が
あ
る
④
。

本
寿
院
入
口
の
信
号
の
手
前
、
早
宮
四
－
一
九
の

角
地
に
お
堂
が
あ
り
、
中
に
享
保
二
十
年
二
七
三

五
）
の
庚
申
塔
が
祀
ら
れ
て
い
る
⑨
。
さ
ら
に
先
の

ス
ー
パ
ー
よ
し
や
の
手
前
、
左
の
細
い
道
に
コ
ン
ク

リ
ー
ト
製
の
両
に
、
宝
永
五
年
二
七
〇
八
）
　
の
庚

申
塔
と
享
保
三
年
二
七
一
八
）
　
の
地
蔵
が
祀
ら
れ

て
あ
る
＠
　
こ
の
道
が
下
練
馬
道
の
旧
道
で
あ
る
。

住
宅
街
で
あ
る
が
旧
道
ら
し
い
細
い
道
は
約
二
五
〇

メ
ー
ト
ル
程
つ
づ
き
、
早
宮
三
1
五
七
先
で
新
道
に

戻
る
と
す
ぐ
中
之
橋
で
豊
島
園
通
り
と
合
流
す
る
。

橋
を
渡
り
豊
島
園
の
塀
沿
い
の
道
に
入
り
、
同
園
正

門
前
を
横
切
り
、
向
山
庭
園
へ
の
道
を
見
送
る
と
、

向
山
の
住
宅
地
で
あ
る
。
細
く
曲
が
り
く
ね
っ
て
い

る
道
は
、
古
い
道
で
あ
る
こ
と
を
思
わ
せ
る
。
住
宅

の
少
な
か
っ
た
頃
は
、
白
山
神
社
の
大
け
や
き
も
す

ぐ
近
く
に
見
え
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の

道
は
目
白
通
り
の
陸
橋
で
バ
ッ
サ
リ
と
断
ち
切
ら
れ

く
　
⑧
良
弁
壕
碑

て
い
る
。
向
か
い
の
道
へ
行
く
た
め
に
は
、
目
白
通

り
を
し
ば
ら
く
下
り
、
信
号
を
渡
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

い
つ
の
日
か
元
通
り
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

中
村
北
二
丁
目
の
バ
ス
停
の
と
こ
ろ
で
千
川
通
り

を
渡
り
、
テ
ラ
ス
中
村
橋
マ
ン
シ
ョ
ン
の
脇
の
細
い

道
に
入
る
。
右
に
一
坪
農
翠
左
に
東
海
病
院
が
あ

る
。
そ
の
先
の
駐
車
場
角
に
、
寛
政
十
二
年
二
八

〇
〇
）
　
の
庚
申
塔
が
あ
っ
た
か
、
平
成
五
年
四
月
に

南
蔵
院
墓
地
に
移
さ
れ
た
⑦
。
次
の
角
に
下
練
馬
道

の
石
標
が
建
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
は
中
村
地
区
、
ち

ょ
っ
と
異
質
な
感
じ
を
受
け
た
。

源
義
家
が
永
保
三
年
二
〇
八
三
）
奥
州
へ
出
陣

す
る
際
、
土
の
道
を
通
り
白
山
神
社
に
戦
勝
祈
願
を

し
、
け
や
き
の
苗
木
を
奉
納
し
た
と
い
う
。
し
た
が

っ
て
こ
の
道
は
、
か
っ
て
の
鎌
倉
古
道
の
わ
き
道
と

い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

道
は
中
村
公
園
の
十
字
路
で
ち
ょ
っ
と
分
か
り
に

く
く
な
る
が
、
小
桐
の
前
に
建
つ
、
歴
史
と
文
化
の

散
歩
道
の
案
内
板
に
し
た
が
っ
て
、
向
か
い
の
道
に

入
れ
ば
す
ぐ
に
良
弁
塚
を
右
に
見
る
こ
と
が
で
き
る

⑧
。
さ
ら
に
豊
中
通
り
を
渡
る
と
左
手
の
住
宅
の
屋

根
越
し
に
大
木
が
見
え
る
。
こ
こ
が
御
嶽
神
社
で
、

正
・
五
・
九
の
十
八
日
に
探
湯
式
な
ど
が
行
わ
れ
る
。

そ
し
て
中
杉
通
り
と
一
緒
に
な
っ
た
道
は
、
左
側

の
″
願
か
け
地
蔵
〟
の
と
こ
ろ
で
中
野
区
に
入
り
、
鷺
宮

福
蔵
院
方
面
へ
通
じ
て
い
る
の
で
あ
る
句
　
こ
の
下

練
馬
道
は
、
村
の
中
心
か
ら
近
郊
の
村
々
へ
通
じ
る

便
利
な
生
活
の
道
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

♭
下
練
馬
道
の
旧
道
　
早
宮
三
－
四
三
付
近
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平
成
五
年
、
文
化
庁
は
″
近
代
化
遺
産
〟
と
し
て

「
碓
氷
峠
鉄
道
施
設
」
な
ど
一
〇
件
を
、
重
要
文
化

財
に
指
定
し
た
。
い
う
ま
で
も
な
く
明
治
維
新
後
、

日
本
の
近
代
化
を
め
ざ
し
た
先
人
の
努
力
の
跡
を
ふ

り
か
え
り
、
特
に
産
業
・
交
通
・
土
木
・
教
育
資
料

な
ど
の
″
近
代
化
産
業
遺
産
〟
の
保
存
と
認
識
と
を

目
的
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

練
馬
区
内
に
も
こ
の
目
的
に
該
当
す
る
先
進
的
な

事
蹟
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
が
、
今
回
は
特
に
西
部

石
泉
地
域
の
、
近
代
化
の
夜
明
け
を
紹
介
し
た
い
。

印
　
産
業
－
府
第
一
の
生
産
と
製
糸
創
業
－

明
治
七
年
、
東
京
府
の
生
産
状
況
を
詳
し
く
記
録

し
た
『
府
志
料
』
が
あ
る
。
五
年
時
の
調
査
で
、
何

と
石
神
井
地
域
の
油
絞
・
清
酒
・
醤
油
の
産
額
が
東

京
府
（
約
二
三
区
の
範
囲
）
の
首
位
を
占
め
て
い
た

の
で
あ
る
。
い
づ
れ
も
江
戸
末
期
か
ら
発
展
し
た
産

業
で
、
こ
れ
と
並
行
し
て
導
入
し
た
蚕
業
が
、
維
新

後
の
桑
茶
政
策
に
乗
っ
て
爆
発
的
に
繭
の
生
産
量
が

上
昇
、
遂
に
東
京
府
で
最
初
の
民
営
製
糸
工
場
が
石

神
井
に
開
設
さ
れ
た
。
（
稟
申
録
な
ど
所
収
）

明
治
十
二
年
一
月
、
五
馬
力
の
蒸
気
製
糸
器
械
取

設
願
を
出
し
三
月
許
可
試
運
転
、
六
月
一
〇
日
開
業

し
、
十
二
月
末
ま
で
横
浜
の
同
伸
社
を
通
じ
、
米
国

直
輸
し
て
約
一
万
六
千
余
円
の
収
入
を
挙
げ
た
。

場
所
は
三
宝
寺
と
道
場
寺
の
間
で
、
約
4
0
m
X
6
0

m
の
範
囲
の
『
興
就
社
』
と
い
う
工
場
で
あ
る
。

（
資
本
金
一
万
円
＝
日
本
橋
を
中
心
と
す
る
市
内
民

営
会
社
で
当
時
資
本
金
一
万
円
以
上
は
三
〇
社
に
す

ぎ
な
い
。
工
女
5
0
人
採
り
。
釜
敷
4
8
個
。
九
月
政
府

第
一
回
共
進
会
で
養
蚕
功
績
者
に
推
薦
さ
れ
た
。
）

こ
れ
に
刺
激
さ
れ
た
か
翌
十
三
年
七
月
、
下
石
神

井
の
千
川
べ
り
に
資
本
金
三
万
円
の
『
同
潤
社
』
が

開
業
（
工
女
1
2
0
人
採
り
。
千
川
用
水
を
利
用
。
）

両
社
と
も
二
十
年
ご
ろ
よ
り
官
営
工
場
の
払
下
げ

や
大
資
本
の
進
出
な
ど
で
、
以
後
営
業
不
振
閉
鎖
と

な
っ
た
。
し
か
し
三
一
年
上
州
よ
り
著
名
な
養
蚕
技

師
田
島
鉄
平
氏
を
招
聴
し
て
指
導
を
受
け
、
以
前
に

も
増
し
て
繭
生
産
量
は
増
大
し
、
昭
和
初
期
ま
で
石

泉
地
域
は
旧
東
京
府
の
蚕
都
と
い
わ
れ
た
。

ま
た
明
治
二
一
年
三
月
、
石
神
井
城
址
の
主
郭
で
、

乳
牛
三
頭
に
よ
る
酪
農
が
初
め
て
行
わ
れ
た
。

㈲
通
信
－
若
い
先
覚
者
の
活
躍
－

明
治
五
年
川
越
街
道
下
練
馬
宿
に
い
ち
早
く
郵
便

局
が
開
設
さ
れ
た
。
石
神
井
地
域
は
少
し
遅
れ
て
九

年
四
月
、
駅
逓
局
の
許
可
を
得
て
下
石
神
井
に
五
等

郵
便
局
が
開
設
。
局
長
は
当
時
一
九
歳
で
三
年
後
村

会
議
長
、
翌
年
製
糸
工
場
同
潤
社
長
と
な
っ
た
。

㈱
土
木
－
田
柄
用
水
と
水
草
産
業
－

維
新
後
、
四
年
七
月
の
廃
藩
置
県
ま
で
練
馬
区
周

辺
は
品
川
県
に
属
し
て
い
た
。
四
年
一
月
田
無
村
よ

り
下
練
馬
村
ま
で
の
一
〇
か
村
の
戸
長
（
村
長
）
連

名
で
、
『
新
堀
歎
願
書
』
＝
田
柄
用
水
開
さ
く
が
出

さ
れ
た
。
玉
川
上
水
の
分
水
、
田
無
用
水
を
さ
ら
に

東
へ
延
伸
し
て
田
柄
川
と
連
結
し
、
水
田
開
発
な
ど

を
目
的
と
し
た
。
村
毎
で
五
月
ご
ろ
完
成
、
翌
五
年

『
水
行
報
告
』
が
関
・
上
、
下
石
神
井
・
下
土
支
田

四
か
村
連
盟
で
お
礼
を
兼
ね
て
出
さ
れ
て
い
る
。
以

後
曲
折
を
経
て
通
水
し
、
明
治
十
二
年
以
後
六
か
所

の
水
車
も
稼
働
し
て
、
製
糸
や
伸
銅
に
も
利
用
さ
れ

た
。0

0
　
教
育
－
肝
で
も
早
い
時
期
の
関
学
－

明
治
五
年
八
月
学
制
発
布
後
、
大
泉
地
区
で
は
教

学
院
を
仮
用
し
て
早
く
も
翌
六
年
三
月
、
学
校
事
務

を
開
始
。
七
年
六
月
ご
ろ
『
橋
戸
学
校
』
開
校
。

石
神
井
地
区
で
は
七
年
五
月
、
禅
定
院
を
仮
用
し

て
『
豊
島
学
校
』
開
校
、
七
月
に
は
三
分
校
が
そ
れ

ぞ
れ
誕
生
し
た
。
九
月
に
は
東
大
泉
の
妙
延
寺
に
、

府
の
学
区
最
初
の
市
立
一
番
校
『
明
倫
校
』
開
設
。

㈲
　
行
政
1
府
で
も
初
期
の
村
会
規
則
書
－

明
治
十
一
年
七
月
政
府
は
″
三
新
法
″
制
定
、
地

方
自
治
の
法
人
格
が
認
め
ら
れ
た
。
上
石
神
井
村
と

関
村
は
連
合
村
と
な
り
、
十
三
年
五
月
案
の
『
村
会

議
事
規
則
』
を
直
ち
に
作
成
し
運
用
し
た
。

△故田島
鉄平君
之碑

4


